
参考資料等は、本推薦書と併せて添付願います。（Ａ４サイズ2ページ以内）

○県教育委員会のリーフレットを参考にして、地域と学校の課題を解決する三つの機能に関するステップも完成し、本部が
各機能のステップの目標を踏まえながら計画的に運営する体制が構築されている。
○各学校で実施している地域学校協働活動の把握及び支援者の人材バンク等の整備が進んできている。
○阿蘇市内全学校が国版ＣＳとなり、地域学校協働活動との一体的な推進が展開されつつある。特に、地域体験活動は
平成25年度から始まり、現在、市内全ての小学校で行われており、学校運営協議会との一体的な推進が模索されている。

   阿蘇市では、一つの地域学校協働本部を設けている。統括推進員１名、推進員を中学校区に１名ずつの３名配置してい
る。また、各学校では校務分掌に１名の地域連携協働職員を位置付けている。本部の構成メンバーは、統括推進員、推進
員、地域コーディネーター、地域連携協働職員で構成している。本部の中心的な要件であるコーディネートは中学校区ごと
に実施する。さらに、本部の３つ要件のステップも設けられている。
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